
= = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = =  

     J B I C め る ま が 1 2 月 号 ( V o l . 3 4 6 )  2 0 1 3 / 1 2 / 1 2 発 行  

= = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = =  

 

 I  N  D  E  X  ━ ━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━  

 

■ エ ピ ジ ェ ネ創 薬 と診 断 の動 向 について  

■ 「 生 命 ダ イ ナ ミ ッ ク ス の数 理 と そ の応 用 」 研 究 会 のご案 内  

 

━ ━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━  

 

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -  

■ エ ピ ジ ェ ネ創 薬 と診 断 の動 向 について  
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 エ ピ ジ ェ ネ テ ィ ク ス は 、 D N A メ チ ル化 や ヒ ス ト ン 修 飾 な ど の D N A 塩 基 配 列 の  

変 化 を伴 わない後 天 的 な遺 伝 子 制 御 の変 化 を主 な対 象 と し た研 究 分 野 であ り 、  

エ ピ ジ ェ ネ テ ィ ッ ク ス 研 究 は こ の 2 0 年 で大 き く 進 展 し 、 薬 剤 ターゲ ッ ト と な る  

エ ピ ゲ ノ ム 制 御 因 子 が多 数 見 出 され てい ます 。  

 こ の 数 年 、 大 手 製 薬 企 業 はエ ピ ジ ェ ネ テ ィ ッ ク ス 分 野 の可 能 性 に注 目 し 、  

こ の 分 野 でベンチ ャー企 業 等 と の提 携 が進 んでい ます 。 例 えば 、 2 0 1 2 年  

G e n e n t e c h 社 は 、 9 5 0 0 万 ド ル ( 9 5 億 円 ) を エ ピ ジ ェ ネ テ ィ ッ ク ス 創 薬 探 索 の  

バ イ オ テ ク ベ ンチ ャー ( C o n s t e l l a t i o n  P h a r m a c e u t i c a l s ) に 投 資 し 、 そ の前 後 に  

エ ーザ イ 、 G S K 、 ロ ッ シ ュ な ど も こ の分 野 で提 携 を行 っ てい ます 。  

 最 近 は 、 エ ピ ジ ェ ネ テ ィ ク ス の創 薬 への応 用 だけで な く 、 D N A メ チ ル化 を  

マ ー カー と し た診 断 への応 用 も 注 目 され てい ます 。  

 

 エ ピ ジ ェ ネ テ ィ ッ ク ス 関 連 の医 薬 品 は 、 ヴ ィ ダ ーザ ( a z a c i t i d i n e ) が 2 0 0 4 年  

に 認 可 され て以 来 4 薬 剤 ( 日 本 国 内 では 2 薬 剤 のみ認 可 ) が 既 に上 市 され てお り 、  

現 在 約 3 0 薬 剤 が臨 床 開 発 中 です 。 開 発 企 業 と し ては 、 ベ ン チ ャー企 業 だけで  

な く 、 N o v a r t i s の よ う な メ ガ フ ァ ーマ も 開 発 に着 手 し てい ます 。 臨 床 開 発 中 の  

薬 剤 の多 く は ヒ ス ト ン 脱 ア セチル化 酵 素 ( H D A C ； 5 フ ァ ミ リ ー の酵 素 の総 称 )  

関 連 です 。 こ の中 で N o v a r t i s の P a n o b i n o s t a t ( 適 応 症 ： 多 発 性 骨 髄 腫 ) の 開 発  

が 最 も 進 んでお り 、 ま た 、 現 在 早 期 治 験 の段 階 ですが 、 特 定 の H D A C 選 択 的 な  

薬 剤 の開 発 が行 われ てい る のが特 徴 と言 え ます 。 現 在 上 市 され てい る薬 剤 は 、  

エ ピ ゲ ノ ム 修 飾 全 般 を阻 害 す る非 選 択 的 な酵 素 阻 害 剤 であ る のに対 し て 、 臨 床  

開 発 中 の薬 剤 は特 定 の H D A C ク ラ ス や ア イ ソ ザ イ ム に選 択 的 な H D A C 阻 害 剤 で  

あ り 、 こ れ ら は第 二 世 代 のエ ピ ゲ ノ ム創 薬 と 言 え ます 。  

 

 エ ピ ジ ェ ネ テ ィ ク ス の診 断 への応 用 については 、 ド イ ツ のベ ンチ ャー企 業 で  

あ る E p i g e n o m i c s 社 が 、 D N A メ チ ル化 技 術 を使 った大 腸 がんの対 外 診 断 用 医 薬  



品 E p i  p r o C o l o n を 開 発 し 、 E U で は既 に販 売 し てお り 、 米 国 F D A で は認 可 審 査  

中 です 。 こ れは大 腸 がんに特 徴 的 な メ チル化 遺 伝 子 S E P T 9 を マー カー と し て  

お り 、 血 漿 中 の S E P T 9 遺 伝 子 の メ チル化 異 常 を検 出 し てい ます 。 従 来 の内 視 鏡  

検 査 と は異 な り 、 健 康 診 断 時 の血 液 検 査 で簡 単 に出 来 るので 、 がんの早 期 発 見  

に 有 効 で あ る と 言 え ます 。  
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会 合 名 ： 「 生 命 ダ イ ナ ミ ッ ク ス の数 理 と そ の応 用 」  

                 -  数 理 科 学 と 生 物 医 学 の融 合  

主 催 ： 文 部 科 学 省 委 託 事 業  

   「 数 学 ・ 数 理 科 学 と諸 科 学 ・ 産 業 と の協 働 に よ る イ ノ ベーシ ョ ン創 出 の  

    た め の研 究 促 進 プ ロ グ ラ ム ( 数 学 協 働 プ ロ グ ラ ム ) 」 統 計 数 理 研 究 所  

 

日 時 ： 2 0 1 4 年 1 月 2 0 日 ( 月 ) ～ 1 月 2 2 日 ( 水 )  

 

場 所 ： 東 京 大 学 大 学 院 数 理 科 学 研 究 科  大 講 義 室  

   〒 1 5 3 - 8 9 1 4  東 京 都 目 黒 区 駒 場 3 - 8 - 1   電 話 : 0 3 - 5 4 6 5 - 7 0 0 1  

 

内 容 ： 生 命 科 学 の細 分 化 さ れ た領 域 を俯 瞰 し 、 生 命 科 学 の理 論 家 、 実 験 家 、  

   数 理 、 物 理 の人 が集 い 、 数 理 、 物 理 を通 し て生 命 のダ イ ナ ミ ズ ム に対  

   す る 既 存 の方 法 の新 し い応 用 を探 索 しつつ数 理 研 究 者 が生 命 科 学 研 究 者  

   や 産 業 が抱 え る 問 題 を共 有 し 、 新 し い ア プ ローチ を模 索 す る 。  

 

定 員 ： 2 0 0 名  

 

参 加 費 ： 無 料 ( 懇 親 会 費 別 )  

    1 月 2 1 日 の プ ロ グ ラ ム 終 了 後 ， 懇 親 会 ( 有 料 ) を 予 定  

 

参 加 申 込 締 切 ： １ 月 １ ５ 日 ( 水 )  

 

連 絡 先 ： 数 学 協 働 プ ロ グ ラ ム 「 生 命 ダ イ ナ ミ ッ ク ス の数 理 と そ の応 用 」 事 務 局  

    E - m a i l : c o o p . m a t h . o f f i c e @ i b m a t h . j p  

 

本 研 究 会 の詳 細 お よび参 加 申 し込 みは下 記 サ イ ト を 参 照 く だ さ い 。  

  h t t p : / / c o o p - m a t h . i s m . a c . j p / e v e n t / 2 0 1 3 W 0 7  
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「 J B I C 会 員 企 業 か ら の ご案 内 」 の項 目 を設 けてお り ま す 。  

J B I C 会 員 企 業 で掲 載 し て欲 し い記 事 がご ざい ま し た ら 、 ご 連 絡 く だ さ い 。  

な お 、 掲 載 の可 否 については J B I C 事 務 局 にて判 断 させて頂 き ますので予 め  

ご 了 承 く だ さ い 。  

 

● J B I C に 関 す る ご意 見 、 ご質 問 、 お問 い合 わせは こ ち ら か ら 。  

h t t p s : / / w w w . j b i c . o r . j p / r o k u / c o n t a c t /  

= = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = =  

● 配 信 中 止 、 変 更 は こ ち ら か ら 。  

h t t p : / / w w w . j b i c . o r . j p / n e w s / m a i l m a g a /  

= = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = =  

● 発 行 : 一 般 社 団 法 人 バ イ オ産 業 情 報 化 コ ン ソ ー シ ア ム  

J B I C め る ま が編 集 部   h t t p : / / w w w . j b i c . o r . j p /  

= = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = = =  

C o p y r i g h t ( c )  2 0 1 3  J B I C .  A L L  r i g h t s  r e s e r v e d .  


